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遠隔成績を改善する可能性が示唆された.

5)高度進行 ･再 発食道痛 に対する樹状細胞 に

よる特異的癌免疫療法
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樹状細胞は最も強力な抗原提示細胞であり癌ワクチン

療法-の応周に期待が高まっている.教室では.食道扇

辛_L･_皮癌の腰痛拒絶抗原とLて久留米大学の伊束らによ

i~)同定された SART11を標的分子とした樹状細胞ワ

クチン療法を本学倫理委員会の承認のもと,1999年11

円より開始している.現在までに.4例の HLAIA24

陽性の高度進行 ･再発食道噛症例に対し行い.3例にお

いてプロトコール治療を終 j'している.この新しい噛ワ

クチン療法の背景および治療の実際を概説し,現時点に

おける本免疫療法の安全性.臨床効果について報吾する.

6)鼠径ヘルニア手術時 に発見された精巣女性

化症候群の 2例

一精巣はす ぐに摘除すべきか?-
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精巣女性化症候群は.染色体が46XY であるにもか

かわらず.アンドロゲンレセプターの障害により,男児

で精巣が存在しながら外性器が女性形を示し,伴性劣性

遺伝をし,成人した後に不妊で診断される以外に.小児

期の鼠径ヘルニアの手術時に発見されるものがある.本

症に対して.悪性化の問題から除峯術をFl-I-･期にすべきと

いうものと,精巣から分泌されるエストロゲンの作F-I-1に

よる二次性徴の発現する思春期以後まで待ってからにす

べきというものと様々な議論がある.

今軌 2例を経験し,術後の遺伝相談などでの問題を

経験 したので,報告する.

7ト ー期的腸吻合 した壊死性腸炎の 2例

葉栗 霊芝 8近藤 公男は 鐙 孟内縄 )

後経過良好であった2例を経験 したので報告する,

【症例1】25週⊥lH,756g,胎児仮死のため緊急帝切

で出生.H齢 崩に母乳を開始したとこ.ち,著明な腹滴,

腹部単純 Ⅹ-pで拡張した腸管,さらに全身状態の増

悪を認めたため,日齢48に緊急開腹術施行.回腸末端に

一一･-一部紫膜が破綻 し.impendingruptureの所見がみら

れ,回腸部分切除.回腸回腸端々吻合を施行した.

【症例2】37週2[上 2290g,妊娠中毒症のため緊急帝

ころ,H齢2に消化管穿孔が疑われ,同日緊急手術を施

行.盲腸に5×5nlm 大の穿孔を認め回盲部切除.回

腸結腸吻合を施行した.

8)興味ある小児腸閉塞症
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後天性に発生したと考えられる小児原発性小腸閉塞の

2例を経験したので文献的考察を交えて報告する.

E症例1】5ケFJ.男児.開腹歴なし_VSD.ASD に

て梶治術を施行.術後2時間30分血便にて発症.全身状

態良好で検査上異常を認めなかった.第3病H血液検査

の悪化.イレrLlス像を呈したため開腹した.バウヒン弁

から50cm の回腸に強い炎症を伴う喰着性 イレウスであっ

た.

【症例2】15歳,女児.開腹歴なし.肋骨原発骨肉腫に
て治頼終了し外来通院l巨 腹痛にて発症し近医にてイレ

ウスと診断された.腫壕の腹腔内再発を否定しきれず間

服した.回腸に限局した線維性皮膜による破着性 イレウ

スで病理組織学的に悪性所.鋸ま認められなか-)た.

9)ヒルシュスプル ング病 に対す る transanal
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最近ヒルシュスプルング病に対する開腹.腹腔鏡を要

しない tI･anSanalendorect､alpLll1-throughの有朋

性が報告されている.我々も本庄の3例にこの術式を用

い,良好な結果が得られたので報吉する.

3刑はいずれも rectosigmoidtypeであ り,3才.

19日,42F]で手術を行った.術中迅速標本で.神経節細

胞を確認し腸切除を行った.切除腸管の濃さは,18cm,

12cm,22cm で,手技はいずれも容易であった.いず

れも第2病日に経口摂取を開始し,最初の2例では7病

∩,10病日に退院した.3例日は中枢性低換気症候群を
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合併し,術後1か月の現在,人工換気,経管栄養.連日

の導気を要しているが,ほぼ良好に経過している.

本術式は低侵額で,術後の回復が早く,憧れた術式と

考えられた.

10)当院小児外科10年間のまとめ

山崎 暫 く禦既着荘内病院)
三科 武 ･鈴木 聡

当院に小児外科が設置されて15年になるが.その症例

のまとまった報吉は末だ為されていない.今回孜々は当

院における過去10年間の小児外科症例についてまとめた

ので報告する.手術件数総数は851例であった.手術総

数の32%は緊急手術であり,庄内地方の敦急病院として

の性格を寮していると考えられた.疾患別にみると鼠径

ヘルニアが全体の約半数を占めており,23%を責める虫

垂炎がこれに次いで多かった.新生児症例は全体の60も

管,10年間で手術件数は50件と少ないが,幅広い疾患を

あつかっていた.新生児症例としては,肥厚性幽門狭窄

症が12例で最多であり,近年になり増加している様子だっ

た.悪性腫霧は精巣腺癌のみであり,肝 ･胆道系の手術

は外傷を除き為されてはいなかった.

ll)4ケ月の保存的治療が奏功した外傷性牌仮

性養胞の7歳男児例

内藤万砂文 成 田 雅行 ぼ 畏 究志字病院)

【はじめに】長期間の保存的治療で消失した小県の外

悟性降仮性嚢胞症例を報告する.

【症例】症例は7歳男虹 -1!J･F克11年9FJ12日,自転車

で転倒し腹部打撲.近医で腹腔内出血,高アミラ-ゼ血

症と診断され入院,保存的治療で軽快し9月17日退院す.

発熱,腹痛出現し9月24日 CT で径iOem を超える嚢

胞指摘,｢静仮性轟胞｣の診断で当科紹介となる.ベッ

ド上安静,禁飲食,高カロリー輸液による栄養管理のも

と抗生剤,プサンの投与を行った.腹痛,発熱は約 1過

間で消失したが,嚢胞の縮小傾向が得られず手術,穿刺

等も考慮していたが,10月28日径5cm に縮小がみられ,

その後経口摂取開始 したが トラブルなく12月11日径2

cm となり退院とした.1月21日,CTにて嚢胞の消失

が確認された.

12)小児肺外傷8例の検討
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【対象】入院治療を要した膝外傷症例8例に対 し,こ

れらの受傷横転.診断経過.治療軽過等につき比較検討

した.

【結果】①食傷横転は自転車ハンドルによる打撲3例,

シー､ノー関係した打撲2例.自転車との衝突 1例.兄弟

喧嘩による打撲1例,バスケ､ソト練習中f中間との衝突1

例であり,何れも心磯部付近を強打していた.②年齢分

布は5歳-13歳で平均 7歳であった.③性別では男児 7

例,女児1例であった.⑥損傷分類はⅡ型 (裂傷)6例

で,心痛部腺痛 ･高アミラーゼ血症および CT 所鋸 こ

て静内鹿渡,障重砲と診断された.何れも保存的治療を

基本としたが,内3例が開始後1週間以内に腹膜炎症状

を併発し緊急 ドレナ-ジ術が施行された,術後 ドレ-ン

留置期間は TPN 併用 (3例中2例)により豚安静を

図ったものの,27-朝日と長期に及んだ.残り3例は保

存的治療で仮性騨嚢胞化したが,縮小傾向を認めず内療

化手衝 く嚢胞腎吻合術)を施行した.受傷から手術まで

の期間は41-82日 (平均57田)であった,Ⅲ型 (輝管損

傷)は2例 日 歳男児 ･13歳男児)管,心磯部や左季肋

部に激しい痛みを伴い費備後45分 117時間で来院,腹部

造景三CTで陣頭部 ･尾部の損傷を疑い,終々受陽極1.5

時間 ･28時間で緊急開腹となった.開腹時所見は,十二

指腸球部完全断裂を伴う陣頭部完全断裂 ･肺尾部完全断

裂を各々に認めた.前者に射し輝俸部国吻合 .十二指腸

十二指腸吻合 弓削t:液外磯造設術を,後者に対し浄合併

降尾部切除を各々施行した.

【まとめ】膝外傷8刑の治頼経験から以下の結論を得

た.①何れも受悌時に上腹部強打されていた.②障外傷

の質的診断には造影 CT 検査が有用である,③ Ⅰ塑

(騨挫傷)では保存的治療を優先するが,経過観察中に

腹膜炎症状を里した場合には緊急 ドレナージ術の適応と

なった.④ ドレナージに際し,不十分なドレナージとな

らない棟,降全体を十分に検索してからドレナージすべ

きである.⑤小児の降頭部断裂例では,降管の修復は困

韓であり国 書小腸との吻合による内療化および消化液の

外壌化を行い,可及的に臓器温存に努めるべきである.


